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期間 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
材鑑調査室 18 15 18 18 16
採択課題数
材鑑調査室 6773 88 76 60
共同利用者数＊ （学内32，学外35）
電子データベー 1，996，398件1，789，152件5，328，254件6，340，066件13，890，937件
スヘのアクセス 10，185GB 9，170GB 50，065GB197，654GB240，608GB
＊共同利用者数は各課題の研究代表者と研究協力者の延べ人数
4．専門委員会の構成及ぴ開催状況（平成22年度）
　専門委員会は、所外委員11名［林祥介（神戸大）、鈴木三男（東北大）、中島英彰（NIES）、
藤井智之（森林総研）、村山泰啓（NICT）、村田健史（NICT）、船田良（東京農工大）、中村
卓司（極地研）、堀之内武（北海道大）、斉藤幸恵（東大・農）、高部圭司（京大・農）コと
所内委員6名［川井秀一、塩谷雅人、矢崎　史、杉山淳司、小嶋浩嗣、橋口浩之］、および
海外委員1名［全南勲（江原大，韓国）］からなっている。
　平成22年度の委員会は平成23年2月23日午前15時～16：30時に開催し、平成22年度
の活動報告、平成23年度生存圏データベース（材鑑調査室）共同利用申請課題の選考など
について論議を行なった。
5．特記事項
①2010年春季に総合博物館が京都大学のX線に関する企画展示会に参加。材鑑調査室から
は興福寺国宝世親菩薩立像のX線トモグラフィーによる樹種同定結果を展示。
②バーチャルフィールド内の展示資料の整備に着手した。特に注目度の高い9項目につい
て新しいパネルを作成した。また関連の内容について、見学者がモパイル端末から検索で
きるシステムを構築して公開予定である（来年度夏時期の予定）。
口㎜で包曲目Eとに｛o亭拮帽■目軌標用です．㎜では由■電，大腕
木橋㍍語日。冊｝㎜刺■工屈ど棚軌脚で目舳一刀凪崩●□。丼
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（左）世親菩薩立像のCT断層像。解剖学的特徴よりカツラと識別された。
　　　　（右）新しい展示ポスターの一例（国賓優美さん作成）。
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